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別紙様式１－２（平成19年度承認計画用）

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析

27               27               
土質調査、変位分析、実施設計、観測データ
評価

乖離値２（G）
（A－D）

平成23年度

▲ 1,52476

-10.9%-10.7% -11.1%

乖離率１（F）
（E／A）

乖離値１（E）
（A－B）

27               

平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度

▲ 1,526

0.8%

⑤　公営企業債現在高

7,576                      

計画目標値（A）

乖離率２（H）
（G／A）

7,652                      

76

1.0%

7,576                      

1.0%

実績（見込）値２（D）
（B－C）

経済危機対策影響額
（C）

実績（見込）値１（B）

平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度

13,890                    15,765                  15,508                  

（単位：百万円）

計画前年度
（平成18年度）

計画最終年度
（平成23年度）

13,984                    

-                            

▲ 1,526

0.8% -10.7%

-                            

108

108

13,890                    15,765                  15,508                  

5,296                      
-                            

15,252                  

13,730                    

15,252                  

13,998                    14,239                    

-188.0%

▲ 1,522▲ 1,524

-10.9%

▲ 1,522 ▲ 9,956

▲ 9,956

-11.1% -188.0%

1,333           1,333           1,333           

影響額（単位：百万円）

1,333           
H20　第４工業用水道事業債
（締切堤補強対策工事分）

H20　第４工業用水道事業債
（締切堤補強対策測試分）

27               

144              

18               18               

団体名

18               

144              

工業用水道事業特別会計
佐賀県伊万里市

H21　第４工業用水道事業債
（締切堤補強対策測試分）

H21　第４工業用水道事業債
（締切堤補強対策工事分）

会計名

計画最終年度における
未達成の要因

144              

対策（追加）事業費1,823百万円-国庫補助
490百万円＝1,333百万円

合計 -                 1,360           1,522           

観測データ評価、試験湛水観測

備考

対策（追加）事業費144百万円

1,522           1,522           



（ⅲ）実績（見込）値１が計画目標値に届かない理由

（ⅳ）改善に向けた取組み及び今後の見通し

　第４工業用水道建設に係る企業債の元利償還については、平成１９年９月１０日に佐賀県と締結した「第４工業用水道建設事業に関する佐賀県と伊万里市
の確認書」により、毎年度の元利償還金の５０％を県補助としていただくことになっており、平成２０年２月定例県議会において、平成２１年度から平成４９年度
までの間の県補助金総額7,654,785千円の債務負担行為限度額の設定がなされ、また、平成２０年７月に発生した締切堤の想定外の変位に対する追加費用
についても、平成２１年度２月定例県議会において、債務負担行為限度額の追加（571,212千円）補正がなされ、債務負担行為限度額が8,225,997千円に増額
設定された。
　国庫補助金についても、追加対策工事費約２０億円に係る補助金の追加として６億円を要望したところ、平成２０年度分として国の二次補正などで388,500千
円の追加があり、また、平成２１年度分についても、48,000千円の要望に対し222,000千円の増となる270,000千円の内示を得るなど、補強対策工事に関して
は、平成２０年度と２１年度の総額で要望どおりの追加補助が得られたところであり、企業債借入れの低減に努めたところである。
　今後は、第４工業用水道の給水開始後において計画どおりの給水収益が得られるよう経営努力を行い、健全経営に努める。

　第１、第３工業用水道の稼働率が１００％に近い状態にあるなか、既存立地企業の大規模な事業拡張により平成２１年度には大幅な水需要が生じることか
ら、平成１８年度から総事業費約１７０億円を投じ、給水能力２５，０００㎥／日の第４工業用水道の建設を行っている。
　この第４工業用水道の建設に係る財源手当としては、国庫補助金、企業分担金を除くほとんどを企業債で賄う計画であり、必然的に企業債現在高は膨らむ
ことになる。
　平成１９年度決算においては、企業債の平成２０年度への繰越（83,500千円）もあり、実績値が計画値を下回った。また、平成２０年度決算においては、締切
堤の想定外の変位に係る補強対策費用の追加（1,823百万円）があったものの、締切堤の補強対策工事等の影響から、工事の一部を平成２１年度に先送りす
る必要が生じたため、結果として実績値が計画値を下回ったが、事業最終年度となる平成２１年度は、結果として計画値を大きく上回る見込みであり、全体と
しても、締切堤の想定外の変位に係る補強対策費用の追加により、計画値を大きく上回る見込みである。

○第４工業用水道建設事業に係る企業債の見込み
　　【計画承認時】　　　　　　　　　　　　　【実績（見込）値】　　　　　【差額】
　　H18（決算）　　485,300千円　　　　　　　485,300千円　　　　　　　　　　0千円
　　H19（決算）　2,592,100千円　　　　　　2,515,400千円　　　　　△76,700千円
　　H20（決算）　6,590,400千円　　　　　　6,560,000千円　　　　  △30,400千円
　　H21（見込）　　492,300千円　　　　　　2,128,800千円　　　　 1,636,500千円
　　　　計　　　 10,160,100千円　　　　　 11,689,500千円　　　　 1,529,400千円



別紙様式１－４（平成19年度承認計画用）

③　職員数

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析

影響人数（単位：名）
平成21年度平成20年度

第４工水建設事業推進職員
（資本勘定3月、損益勘定9
月）
第４工水建設事業専従職員
（資本勘定職員）の残留

1                 

平成22年度

4                            

平成20年度

計画目標値（A） 4                            

平成19年度 平成21年度

（単位：名）

4                            

計画最終年度
（平成23年度）

4                            

0.0% 0.0% -150.0%

19                          10                        

0.0 0.0

19                          

平成19年度

19                          19                          

▲ 6.0

計画最終年度における
未達成の要因

実績（見込）値（B）

乖離率（D）
（C／A）

乖離値（C）
（A－B）

平成22年度
備考

▲ 1.0

-25.0% -25.0%

平成23年度

-25.0%

▲ 1.0▲ 1.0

1                 1                 

1                 

4                 

既存工水の施設更新担当職
員（資本勘定職員）の配置

会計名
団体名

工業用水道事業特別会計
佐賀県伊万里市

5                          5                          

平成21年度
計画目標値

合計 -                 -                 6                 1                 1                 



（ⅲ）実績（見込）値が計画目標値に届かない理由

（ⅳ）改善に向けた取組み及び今後の見通し

　
　第４工業用水道の給水開始に伴い、本市が抱える工業用水道施設も大規模かつ多岐にわたることから、係る運営、管理体制も充実を図る必要があり、現在
予定している５名体制は最低限必要だと考えている。
　今後においても引き続き、第１～第４工業用水道の事業統合や更なる管理のシステム化などの対策を検討するなど、運営、管理体制の効率化を推し進める
ことにより、人員削減が可能になるよう努める。

　
　海域を二重の鋼矢板で締め切り貯水池を造るという国内でも初となる難しい工事を実施するにあたり、平成20年7月に鋼矢板の頭部が内側に大きく傾くとい
う想定外の事案が発生し、その対応に多大な時間と費用を要したことから、工程の大幅な見直しが必要になり、結果として貯水施設建設工事の一部を平成２
１年度に先送りする必要が生じ、平成21年6月末の竣工予定が平成21年度末までずれ込む見通しとなった。
　そのため、県から派遣を受けている第４工業用水道建設に係る専従職員４名及び事業推進職員１名について、平成21年度末まで期間を延長して残留しても
らうこととなった。
　また、既存工業用水道施設の老朽化による年次的な更新や道路改良等他事業に係る施設更新を行なう必要が生じたため、資本勘定職員１名を配置するこ
ととなった。



別紙様式１－５（平成19年度承認計画用）

④　改善額

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析

-                 

3952.6%

751.0

9.4%

66.0

-26.3%

15.0

-42              

-57              

5.9%

8.0

144              

136              

1.8%

7.0

396              

389              

770                

704                

平成21年度平成20年度平成19年度

平成22年度平成21年度平成20年度

2.6%

8.0

306              

314              

平成19年度
影響額（単位：百万円）

計画目標値（A）

乖離率（D）
（C／A）

乖離値（C）
（B－A）

実績（見込）値（B）

補償金免除額

合計平成23年度

-40.0%

28.0

-42              

-70              

改善額合計平成23年度平成22年度

改善額合計の
未達成の要因

備考

合計

工業用水道事業特別会計

19                                

佐賀県伊万里市
会計名
団体名

（単位：百万円）



（ⅲ）実績（見込）値が計画目標値に届かない理由

（ⅳ）改善に向けた取組み及び今後の見通し

　資産の有効活用策として、現在休止している第２工業用水道の再開を計画していたが、第２工業用水道の原水となる坑内水湧水量の回復が見込めない
ため、再開の目処が立たず、これに係る収入増効果を“ゼロ”に下方修正した。
　また、水需要の開拓については、平成２１年７月からの第４工業用水道の供用開始に伴い、逼迫していた給水余力に余裕が生じる見込みであることから、
段階的に契約給水量が増え、平成２５年度に給水率１００％になるような見通しに見直したこともあり、計画承認時より若干収入増幅が縮小する見込みであ
る。
　一方、職員給与費について、平成２０年度決算をベースに再試算を行った結果、平成２０年度は費用減になった。しかし、平成２１年度は、第４工業用水道
建設における想定外の事案の発生により、工事工程が大幅に遅れることになったため、係る職員を年度末まで残留させる予定であり、結果として計画承認
時より費用増になる見込みである。また、既存工業用水道施設の老朽化による年次的な更新や道路改良等他事業に係る施設更新を行なう必要性も想定さ
れることから、平成２１年度以降も資本勘定職員１名を配置する計画としたことから、平成２２年度、２３年度も計画承認時より費用増になる見込みである
が、平成１９年度、２０年度の大幅な費用減もあり、計画合計額は、計画承認時より費用減になる見込みである。
　また、維持管理費等について、平成２０年度決算及び平成２１年度予算をベースに再試算を行った結果、計画承認時の目標値より費用減になる見込みで
あることから、改善額のマイナス幅が大幅に縮小したこともあり、結果として改善額合計が計画承認時より大きくなる見込みである。

　
　見込値どおりに推移するよう、引き続き経費節減等に努める。



別紙様式１－６（平成19年度承認計画用）

⑥　累積欠損金比率

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析 （単位：百万円、％）

分母悪化要因 （単位：百万円）

分子悪化要因 （単位：百万円）

195.6           

 第４工水に係る減価償却費の大幅増

 第４工水に係る減価償却費の大幅増97.3             

平成21年度

平成22年度 98.3             

年度
純損益

乖離値（A-B）

▲ 1.1

112.9102.7

実績見込値（B) 
乖離要因

計画目標値（A)

2.3▲ 18.7

合計 16.6                        

0.4                         第１工水の給水収益の減

影響額（百万円）要因

分子（累積欠損金）

分母（営業収益等）

累積欠損金比率 14.1                        40.5                        

601.5                      618.0                      

計画最終年度（平成23年度）
実績見込値算出時（B)計画目標値算出時（A)

87.2                        243.7                      

（単位：％）

計画目標値（A）

乖離率（D）
（C／A）

乖離値（C）
（A－B）

実績（見込）値（B） 60.6                        60.6                        6.9                         

平成21年度平成20年度平成19年度

68.0                        69.6                        15.3                        

27.7                      40.5                      

計画前年度
（平成18年度）

計画最終年度
（平成23年度）

14.1                        

平成22年度

17.0                        
63.2                        

-62.9%

▲ 26.4▲ 10.7

-187.2%

8.4

10.9% 12.9% 54.9%

会計名
団体名

工業用水道事業特別会計
佐賀県伊万里市

22.7

35.9%

7.4 9.0

12.9 ▲ 84.4

第２工水の給水収益の皆減 13.2                         原水となる坑内水湧水量の回復が見込めないため

第３工水の給水収益の減 3.0                          第４工水の供用開始に伴う見直し（10,230㎥／日→10,050㎥／日）

備考

 第４工水の供用開始に伴う見直し（7,000㎥／日→6,960㎥／日）

合計

▲ 30.4 ▲ 128.7

平成23年度

平成19年度

平成20年度 ▲ 9.1



（ⅲ）実績（見込）値が計画目標値に届かない理由

（ⅳ）改善に向けた取組み及び今後の見通し

　
　要因が減価償却費という固定経費であるため改善は困難な状況にあるが、更なる経費の節減に努めるとともに、企業債償還利息の７０％に抑えられている
一般会計からの補助金について、１００％の補助が得られるよう強く要望し、欠損額が少しでも縮小するよう努める。

　収入については、給水収益として現在休止している第２工業用水道の再開による収益を計画していたが、第２工業用水道の原水となる坑内水湧水量の回復
が見込めないため、再開の目処が立たず、これに係る収入が“ゼロ”になる見込みである。また、平成２１年７月からの第４工業用水道の供用開始に伴い、逼
迫していた給水余力に余裕が生じる見込みであることから、段階的に契約給水量が増え、平成２５年度に給水率１００％になるような見通しに見直したこともあ
り、計画承認時より給水収益が縮小する見込みである。
　また、他会計補助金等の補助金については、第４工水に係る企業債借入に際し予定より低い利率での借入を行ったこともあり、補助金の対象となる企業債
償還利息が低く抑えられ、結果、補助金も計画承認時より縮小する見込みである。
　これらのことから、収入総額も平成２０年度～２３年度までの間において、計画承認時よりも縮小する見込みとなった。

　一方、支出については、維持管理費等において、平成２０年度決算及び平成２１年度予算をベースに再試算を行った結果、計画承認時の目標値より費用減
になる見込みであるが、第４工業用水道の貯水施設建設において想定外の事案が発生し、それに係る多額の対策費用を要したことから、建設事業費総額が
当初予定の１５０億円から１７０億円に膨らむ予定であり、結果この第４工業用水道に係る減価償却が始まる平成２２年度以降、減価償却費が計画承認時よ
り大幅に膨らむ見込みであり、支出総額もこれに呼応する形で、計画承認時よりも膨らむ見込みとなった。



別紙様式１－７（平成19年度承認計画用）
団体名
会計名

⑦　その他

（ⅰ）計画及び執行状況の公表状況

（ⅱ）計画及び執行状況の議会への説明

佐賀県伊万里市

決算の認定と併せ計画の執行状況について、市議会建設産業常任委員会に説明する予定である。

　決算の認定が１２月議会であるため、議会の決算認定を受け１月中旬までにHPにて公表する予定である。

工業用水道事業特別会計




